
 

  

認知症ガイドブック 
とまり 

「認知症」は誰でもかかる可能性がある病気です。 

認知症について正しく理解することで、早期に発見したり、進行

を緩やかにするための治療を受けることができます。 

「認知症ガイドブック」は、認知症の進行状況に応じてどのような

サービスや支援を利用できるかまとめたものです。 

認知症の方やそのご家族の不安が、少しでも軽くなるお手伝いが

できれば幸いです。 

 

平成３０年度版 

泊   村 

発行：泊村地域包括支援センター 



 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

種 類 原 因 特徴的な症状 

 

 

アルツハイマー型認知症 

脳内にたまった異常な 

たんぱく質により神経 

細胞が破壊されて脳が 

萎縮します 

物忘れが徐々に現れ、ゆっくりと

進んでいきます。 

病状が進むと時間や場所がわから

なくなったり、お金や薬の管理が

難しくなります。 

 

脳 血 管 性 認 知 症  

脳の血管が詰まったり 

破れたりすることで 

脳細胞が破壊されます 

小さな脳梗塞が起きるたびに段階

的に進行します。脳の損傷を受け

た場所により手足に麻痺が生じる

ことがあります 

レビー小体型認知症 

脳内にたまったレビー 

小体というたんぱく質 

により神経細胞が破壊 

されます 

現実にはないものが見えたり（幻

視）手足のふるえがあります（パー

キンソン様症状） 

 

前 頭 側 頭 型 認 知 症 

脳の前頭葉と側頭葉の 

神経細胞が減少し萎縮 

します 

初期には物忘れがほとんどないで

すが、暴力的になったり万引きや

信号無視など社会的なルールが守

れなくなったりします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『認知症』ってどんな病気？ 

『認知症』とは 

いろいろな原因で脳の細胞が死んでしまったり、働きが悪くなった為さまざまな

障がいが起こり、生活する上で支障が出てくる状態のことを言います。 

認知症には様々な原因があり、原因によって症状の現われ方に 

特徴があります。 

 

主な認知症の種類と特徴 

・・・その他・・・ 

●軽度認知障害：日常生活に大きな影響がなく認知症とは診断されませんが、 

（MCI）  記憶障害と軽度の認知障害が見られます。正常な状態と認知 

      症の間に位置する予備軍であると言われ、軽度認知障害から 

      認知症になる可能性もあります。 

●治る病気や 

 一時的な症状：正常圧水頭症・慢性硬膜下血腫・脳腫瘍 

甲状腺機能ホルモンの異常 

        不適切な薬の使用 

        アルコールの多量摂取 

         これらは治療や改善により症状が改善する可能性があります。 

・・・・・・・・・ 
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もの忘れの自覚

がない 

体験したことすべ

てを忘れる 

判断力が低下する 時間や場所などわ

からなくなる 
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もの忘れの自覚

がある 

体験の一部を忘れる 判断力の低下は

見られない 

時間や場所などは

わかる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症と物忘れの違い 

『認知症』のサイン 

認知症の原因によっては、早期に発見して適切な対応をとることで治療や

進行を抑えることが可能です。 

また治る病気や一時的な症状のこともあります。 

「認知症のサイン」に気づいたら早急に専門医へ相談しましょう。 

 

□同じことを何度も言ったり聞いたりするようになった 

□電気や水道、ガスの消し忘れが多くなった 

□置き忘れ・紛失が多くなった 

□季節に合わない服装をするようになった 

□着替えや身だしなみ、入浴などを面倒くさがってやらなくなった 

□調理など順序立てて行うことができなくなった 

□ささいなことで怒りっぽくなった 

□趣味や好きなテレビ番組に興味を示さなくなった 

□慣れた道でも迷うことがある 

ご家族と一緒にチェックしてみましょう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症予防のために 

体を動かす習慣をつけましょう 

体を動かすことで、脳への血流が増

えて、脳細胞の活性化につながると

言われています。 バランスのいい食事を 

しましょう 

栄養不足は老化を進めてしまいます。 

塩分や脂質の取りすぎに注意をして、

肉や魚、野菜などバランスのとれた食

事を心がけましょう。 

脳を活発に使う生活 
をしましょう 

本や新聞などを読む、日記をつける、旅行の

計画を立てるなど頭を使って脳に刺激のある

生活を心がけましょう 休息しましょう 

体だけではなく、脳の休息も

必要です。一日３０分程度の

昼寝はアルツハイマー病の

予防に効果的です。 

口の中のケアをしましょう 

健康な歯を保つことは認知症予防に 

つながります。 

歯磨きや入れ歯のお手入れをしっかり

しましょう 

 

転倒予防 
転倒による骨折から寝たきりになったり、生活に不自由が生じることで認知

症を招いてしまうことがあります。 

転びにくい服装選びや環境の整備、骨折しにくい体作りに心がけましょう 

アルツハイマー病や脳血管障害を防ぐ為

には生活習慣病の予防・改善することが

効果的です。また活動的な生活で脳に刺

激を与えることも大切です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症の方との関わり方 

認知症になったからといって、すべて出来なくなる、わからなくなるわけでは

ありません。うれしさや悲しさ、怒りは以前と変わらず感じることができま

す。周りの方の関わり方によっては症状の多くを和らげることができます。 

急がずゆっくり 
  

一度に多くのことを話したり

急いだりすると混乱しわから

なくなることがあります。 

相手の方のペースで考えられ

るよう意識して「ゆっくりと」 
思いやりをもって 
 

間違いや失敗が多くなっても 

恥ずかしい思いは失っていません。 

相手の方を怒らず、責めず 

笑顔で言ってみましょう。 

「だいじょうぶ」 

聞き上手に 
 

ちょっと困った行動やびっくりして

しまう話にも必ず理由があります。 

相手の方の話をゆっくり聞いてみま

しょう。きっと理由がわかるはず。 

 
その人らしさを 

大切に 
 

今までの生活や個性までなくなるわ

けではありません。 

相手の方の好きなこと、なじみのあ

る話を一緒にしてみましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常に介護が必要 
日常生活に 

手助け・介護が必要 

会話のやりとりが難しくなる 

食べられないものを口に運ぶ 

親しい人や家族を認識できなくなる 

表情が乏しくなる 

誰かの見守りがあれば 

生活は自立 

 認知症はあるが      

生活は自立 

    ついさっきの事も忘れてしまう 

    「物を盗まれた」などのトラブルが増える 

    なべを焦がす事火の不始末が増える 

    入浴や着替えがうまく出来なくなる 

 

            

会話に「あれ」「これ」が増える 

約束を忘れる 

同じ話を何度もしたり聞いたりする 

好きだったことに興味がなくなる 

認知症の疑い  

認知症の進行に合わせたサービスの流れ 
（認知症ケアパス） 

認知症の症状に合わせて受けられるサービスやその他の支援の一覧です。 

それぞれの番号につきましては次ページの「サービス等一覧」と一致してますのでご参照ください。 

サービス利用の時期等、詳しくは「泊村地域包括支援センター」へご連絡ください。 

 

「ちょっと 

    変かなぁ」 

軽度認知障害

（MCI） 
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状態 

介護

保険 介護保険の検討 介護保険の認定申請 

【1】 泊村地域包括支援センター（＊認知症地域支援推進員）                    【2】指定居宅介護支援事業所 

【3】かかりつけ医（普段かかっている病院） 

         【4】脳神経外科・神経内科等専門の医療 

【5】訪問看護 

【6】お出かけサービス 

【7】配食サービス 

【8】軽度生活援助事業                                【9】訪問介護 

【10】ミニデイサービス         【11】デイサービス       
           【12】訪問リハビリテーション 

           【13】通所リハビリテーション（デイケア）                          

          【14】短期宿泊事業（養護ショートステイ）                     【15】ショートステイ 

【16】介護予防の教室 

【17】老人クラブ 

【18】有料老人ホーム                                 【20】老人保健施設 

【19】養護老人ホーム                                 【21】特別養護老人ホーム 

    【22】日常生活自立支援事業                      【23】成年後見制度 

                                          【24】ＳＯＳネットワーク 
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介護サービスの利用 



 

 

 

 

 

【１】地域包括支援センター 
高齢者の方が住み慣れた地域で活き活きと生活できるように、相談・支援を行

う総合相談窓口です。 

泊村地域包括支援センターには、認知症の相談を担当する「認知症地域支援推

進員」がおります。また「認知症初期集中支援チーム」を設置し、医療機関受

診や相談等早期に対応できるよう支援しています。認知症の心配がある方は

お気軽にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

泊村地域包括支援センター  

     電話 ０１３５－６５－２２８０ 
 

 

 

認知症地域支援推進員は、認知症の方が住み慣れた地域で出来る限り暮ら

していけるよう、対象の方やそのご家族の相談・支援を行っています。 

 

 

認知症初期集中支援チームとは、認知症の方や認知症の疑いがある方、その

ご家族の困り事や心配ごとなどに対して相談、支援するチームです。認知症

の専門家がチーム員となり、対象の方を訪問し相談、支援いたします。 

 

○対象になる方○ 

ご自宅で生活されている４０歳以上の方で 

 ・認知症の心配があるがまだ診断を受けていない方 

 ・認知症の診断を受けているが、医療・介護サービスを利用していない方 

 ・継続的に医療・介護サービスが受けられない、または中断してる方 

 ・医療・介護サービスを受けているが、状況が思わしくない方 

 

○相談の流れ○ 

＊認知症地域支援推進員＊ 

チーム員会議 
 

 

 

 

初回訪問 
  

 

 

 

支援 
 

 

 

 

 

 

相談 

 

 

 

 
 

一定期間支援 

させて頂き、 

その後必要な

医療・介護サ

ービスに引継

を行います 

適切な医療・介護 

サービス等支援の 

内容を話し合います 

医師や看護師等

専門家が訪問し、

相談に応じます 

まずは地域包括

支援センターへ

ご相談ください 

＊認知症初期集中支援チーム＊ 

相談 

サービス等一覧 サービスによっては、利用できる対象者が違います。 

詳しくは「泊村地域包括支援センター」にご確認ください。 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2】指定居宅介護支援事業所 
要介護認定で「要介護１～５」の認定を受けている方が、介護保険のサービスを

利用する際に担当のケアマネジャーが相談、サービス調整等お手伝いします。 

【3】かかりつけ医  
日ごろからお世話になっているかかりつけの先生にご相談ください。 

場合によっては専門の医療機関（【4】脳神経外科・神経内科等医療機関）を紹介

していただくことも相談してみましょう。 

医療 

生活支援・身体介護 

【6】お出かけサービス 

役場や郵便局、買い物など村内のお出かけのお手伝いをします。 

  対象者：事業対象者（※）・要支援１，２・要介護１～５・障がい者 

利用日：月・水・金  １６：００～１７：００ 

泊村社会福祉協議会 電話０１３５－７５－３０１０ 

【5】訪問看護 

要介護認定で「要支援１・２」「要介護１～５」の認定を受けた方で、在宅での体

調管理や薬の管理など医療的な不安がある方へ、医師の指示のもと看護師等が訪

問し支援します。 

【7】配食サービス 

月～金の夕方に、声かけ・見守りを兼ねてお弁当をお届けするサービスです。 

  対象者：７０歳以上の一人暮らしまたはご夫婦世帯、身体障がい者であり 

      老衰、心身の障害、傷病等の理由により食事の調理が難しい方 

相談 

【8】軽度生活援助事業 
ちょっとしたお手伝いがあれば自立した生活が続けられる方へ、通院等の支援を

します。 

対象者：事業対象者・要介護認定「要支援１・２」 
 

【9】訪問介護 
掃除や調理等がお困りの方へ家事のお手伝いをしたり、通院や自宅での入浴など

身体的な介護を行います。 

  対象者：要介護認定「要支援１・２」「要介護１～５」 

※事業対象者：「基本チェックリスト」というアンケートで 

       該当になった方 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【10】ミニデイサービス 

入浴を中心とした通所型サービスです。デイサービスの浴室を利用した入浴と、

介護予防を目的とした運動やレクリエーションを行います。 

  対象者：事業対象者・要介護認定「要支援１・２」で入浴が自分で出来る方 
 

【11】デイサービス 

入浴や食事、運動などの支援をする通所型サービスです。自宅での入浴が不安な

方や、交流の場や楽しみの時間がほしい方へ支援します。 

  対象者：事業対象者・要介護認定「要支援１・２」「要介護１～５」の方 

【12】訪問リハビリテーション 
理学療法士（ＰＴ）や作業療法士（ＯＴ）などの専門のスタッフが主治医の指示

のもと自宅での運動を支援します。 

対象者：要介護認定「要支援１・２」「要介護１～５」の方 
 

【13】通所リハビリテーション（デイケア） 
入浴や食事に加えて、医師の指示により専門的なリハビリを受けられる通所型サ

ービスです。退院後にリハビリを継続したい方の支援をします。 

対象者：要介護認定「要支援１・２」「要介護１～５」の方 

【14】生活管理指導短期宿泊事業 
介護者が不在になるときなど、自宅で過ごすことに不安がある場合に養護老人ホ

ームむつみ荘を利用できます。身の回りのこと（身支度や食事、排泄など）がご

自分で出来る方、泊村在住の方が利用できます。 
 

【15】ショートステイ（老人保健施設・特別養護老人ホーム） 
特別養護老人ホーム等の施設に宿泊していただいて介護者に代わり身の回りのお

世話や健康管理などの支援をします。 

対象者：要介護認定「要支援１，２」「要介護１～５」の方 

介護予防・集い 

【16】介護予防教室 
認知症予防に運動することが推奨されています。 

泊村ではノルディックウォーキング教室やころばーぬ教室等開催していますので

積極的に参加してみましょう。 

お問い合わせ：泊村地域包括支援センター 電話０１３５－７５－２２８０ 

 

【17】老人クラブ 
各地域の老人クラブで、喫茶やカラオケなど開催しています。友人とのおしゃべ

りを楽しんだり、外出をして活動的に過ごすことで認知症を予防しましょう。 

生活支援・身体介護 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住まい 

【18】有料老人ホーム 

【19】養護老人ホーム 

【20】老人保健施設 

【21】特別養護老人ホーム 
ご自宅での生活や介護が難しくなってきた方へ、健康管理や身の回りのことを支

援します。ご本人の状況や目的に応じて、利用できる施設が異なりますので地域

包括支援センターや担当ケアマネジャーにご相談ください。 

その他 

【22】日常生活自立支援事業 
「生活支援員」が訪問して、日常生活の心配事などを相談しながら福祉サービス

利用や日常生活費の管理のお手伝いをします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【23】成年後見制度 
 判断能力が不十分な方へ、身体や財産などに対する権利が侵害されないよう、

成年後見人等が法律的に保護・支援する為の制度です。 

種 類 対象となる方 申立人 

 

法定後見制度 

補助 判断能力が不十分な方 本人・配偶者 

四親等内の親族 

市区町村長   等 

保佐 判断能力が著しく不十分な方 

後見 判断能力がまったくない方 

任意後見制度 将来、必要時に利用したい方 
本人・配偶者 

委任後見受任者 等 

【24】ＳＯＳネットワーク 
認知症等の症状で自宅に戻ることが出来ずに行方不明になった方に対して、協

力機関が連携し、情報共有することで早期発見に努めます。 

  

 

 

 

 

ご本人 

 

ご家族・関係機関等 

社会福祉協議会 

 

 生活支援員 

相

談 

訪 問 

契 約 

訪 問 

利用料 

りよう 

家族等 
事前 

登録 
捜索 

依頼 岩内警察署 
連絡 

協力要請 

役場・地域包括支援センター 

発見協力機関 

発
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相談・お問い合わせ 

泊村地域包括支援センター 

 
〒０４５－０２０２ 

     北海道古宇郡泊村大字茅沼村５００番地の２ 

泊村総合福祉センター内 

電話 ０１３５－６５－２２８０ 


